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	報 告 者 氏 名
	神　谷　　　元

	大 会 名
	ヨーロッパ選手権大会

	開 催 地
	イタリア　ヴェネティア

	大 会 期 間
	２０１２年７月１日～７日


	チャーター艇

メーカー
	ブルーブルー
ファーイースト
	マスト、ブーム

スプリット
	ＯＰＴＩＭＡＸ　Ⅲ　Ⅳ
	ダガーボード

ラダー、ティラー
	


	気象について
	※　文字数に制限はありません　必要に応じて行数を増やして下さい
日本の同時期より、若干気温が高い。

湿度は日本より、低め。

	海面（湖面）の特徴や風の傾向
	波は低め。
風と共に波が出てくる感じ。

	帆走指示書内容で特記事項
	１日に２レースを行ったら、順位によりデビジョンを変更する。

	コーチボートについて
	選手とのやりとり、サポートが思ったよりもできた。

同じコーチボーに乗ったノルウェーのコーチとも親しくなれ、選手にとって生かすことのできる情報を得ることができた。

	選手の特徴、体格
	風が弱かったため、体格が小柄な選手。

	艤装品について
	日本の選手と特別違ったものはなかった。

	セッティング等
	海に出てからセッティングにおいて気に入らない所があると、海上で自分で直すこと。

	海上での練習方法
	二人でスタート前に右・左海面のどちらが良いのか、時間を決めて走る。

	セーリング技術
	スタートにおいて大切にしている事は、位置よりもスタート後に自分が良い風を受けるという事を優先している。

	戦術、戦略など
	風の振れに合わせたコースを引くこと。

	日本選手が劣っていること
	厳しい環境の中、短い間隔でレースをしても、自分のいつもの実力を少しでも発揮すること。
レースの期間が長いので、ヨットレースを楽しみながら行うこと。

レースにおいてのタフさ。

	日本選手が勝っていること
	出廷前にしっかりと準備をすること。
細かい事や所に気をつけたり、気づいたりすること。

	日本チームとしての課題
	海外レースで自分の実力を発揮できるように考えること。
環境やレースに対して、タフさを身につけること。

海上でコーチとのコミュニケーションを多くとること。

	JODAへの要望
	ヨットレースで海外に行くので、日本で経験できない事を数多く経験したり、その国・その土地の文化に触れる機会を持ったりする。

	その他
	レースの経験とともに、思い出づくりも大切にしたい。


ご協力ありがとうございました
JODA海外派遣委員会

